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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッカー自体の一部又は全体を少し回転させて、ねじれさせる。ねじれた構造のパッカ
ーの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ビニールハウスのビニール被覆の際に使用するパッカーに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　パッカーは、それ自体直なパイプの径に合わせて作られたものである。ビニールをハウ
スのパイプに挟着するため、両端から挟み込む物で長さは、１４センチメートル程の真す
ぐなねじれのない物が従来の物である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　収穫後の被覆ビニールを撤去する際に、要所々に使用した数多くのパッカーを、パイプ
から取り外すのは大変である。一方を押し上げて管から離そうとすると、力点に対して支
点がパッカーの端１４センチメートルの所になる。
　パッカーの挟持力は強力で、そのパッカー全体の約二分の一位持ち上げて、初めて持ち
上げた部分が管から離れだす。パッカーの約二分の一を持ち上げる力は大変なものである
。そこで、マイナスドライバーでこね上げているのが現実である。
　管にビニールをパッカーで挟着した場合、ビニールが容易に離脱しないのが理想であり
、持続可能に挟着されたビニールを留めているパッカーは、逆に取り外しが難しくなる。
このパッカーの取り外し困難を解決したのが、本発明である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　従来の直なねじれのないパッカーに少し回転を加え、ねじれを生じさせた為に、以下の
ような効果が生まれた。
【発明の効果】
【０００６】
　図１の斜視図の頂点部（Ａ）の挟持部（ａ）（ｂ）を押し上げようとすると、パッカー
の頂点部（Ａ）（Ｂ）のねじれから、力点に対して支点は１４センチメートル端の頂点部
（Ｂ）ではなく、ぐっと短くなる。
　てこの原理で、力点に対し支点が近ければ押し上げる力は大きくなる。でもパッカーの
ねじれにより押し上げるほど支点が少しずつ頂点部（Ｂ）の方向へと移動し、従来のパッ
カーより早く一方から管より離れていき、総力としては、小さくなる。
　また一方では、ねじれによって挟持部（ａ）（ｂ）位置のずれ（ｃ）が生じ、又図２は
、Ｔ－Ｔ’の断面図で挟持部（ａ）（ｂ）にも段差（ｄ）が生じてくる。
　ねじれで生じた、挟持部（ａ）（ｂ）の位置のずれ（ｃ）や段差（ｄ）によって、挟持
部（ａ）（ｂ）、を押し上げると挟持部（ａ）より挟持部（ｂ）が管から早く離れていく
。挟持部（ａ）（ｂ）が同時に離脱するよりはるかに力が分散され、管からパッカーを容
易に取り外しができるようになった。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】パッカーの斜視図
【図２】図１のＴ－Ｔ’での断面図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　従来のパッカーは、直管を挟持してビニールを固定するもの、パッカーもまっすぐなね
じれのない物と固定概念に囚われていた。
　本発明は、固定概念を打破して、パッカー全体を少し回転させねじれを生じさせた。
でもビニールを挟着する力は、従来のパッカーと変わらない。
　その外にもねじれを生じさせるには、パッカーの中央部分を少し回転させたり、パッカ
ーの両端を逆方向に回転させたりしてねじれを生じさせる方法もある。
【符号の説明】
【０００９】
　Ａ．Ｂ　　　　パッカーの頂点部
　ａ．ｂ　　　　パッカーの挟持部
　ｃ　　　　　　挟持部の位置のずれ
　ｄ　　　　　　挟持部の段差
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【図１】

【図２】
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